
Hypomyces solani （RKE. et BERTH.） SNYD. et HANS．

による桑の枝枯性疾病について*

桜井善雄・松尾卓見

Yoshio SAKURAI and Takken MATUO： On a Fusarium-Disease of Mulberry Twigs 

caused by Hypomyces solani （RKE. et BERTH.） SNYD. et HANS.

（1957年9月20日受理）

　1956年の晩春から夏にかけて，長野県下各地の桑園で　　　内に子座ができるために桑条の周皮木栓組織が剥離し押

Fusarium　Zσ’θ漉z瑚（NEEs）SNYD．　et　HANs．による　　　上げられる程度に止るが，桑条の地際部又は雨の後な

芽枯病に混つて，これと少しちがつた型の枝枯性の疾病　　　ど，湿つた条件にあつた病斑では典型的な分生子褥が沢

が多数発生しているのが発見された。本病は桑芽枯病と　　　山つくられる（Fig．1，　B）。分生子褥は周皮木栓組織を

同じくFusarium菌によるものであつたが，後述のよ　　　内側から破つて隆起し，直径0．5～3mm位あり，湿つた

団的に発生しており，或る桑園ではその7－8割の桑条

に本病の病斑がみられた場合もあつた。なお，1957年岩

手県蚕業試験場技師及川英雄氏が同県下で採集し送付さ

形状，色調などF．lateritiumによる芽枯病のそれに非

常によく似ており，病斑だけで両者を区別することは極

めて困難である。

藍

謎　　　1

離灘　　　　　　囎匿

・1－，揮短

分生子褥である。桑条の上部の比較的乾いた条件にある　　　Fig・1Symptom　of　the　disease　caused　by　Hypo一

病斑でははつ…紛生子褥は形成・れ・・くく・縄　　懲3°’an’　（RKE’　et　BERTH”　SNYD’et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：An　affected　twig．　Arrows　indicate　the　lesi－

＊　信州大学繊維学部　植物病理学研究室業績，本報告　　　　　　ons．

　は日本蚕糸学会27回学術講演会（1957年4月）におv・　　　B：Sporodochia（white　eruptions）of　the　causa1

　て発表した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fungus，　which　were　formed　on　the　lesion．
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ものはうすいクリーム色であるが，乾くとほとんど白色　　　つのlli胞子培養系統の交配によつて培地上に形成され

になる。また時にはコパルト色から街黒色の分生子褥が　　　る。

みられることもある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　子鵬設（Fig．2，　A－a）は燈赤色で最初球形であるが

　本病被害桑集を切りとつて灘蜜におけば，病斑部に分　　　後に卯形になり，戚1；！姻『るとr：1孔部が劉Llしてくる。表

生子褥の形成についで多数の子鍵殻を形成するものがあ　面1は図のように粗造であり，沢山の瘤状炎起をもつてV・

る。しかし野外における子嚢殼の形成は割合少ないらし　　　る。肉質：1弘座はなく，藻部に菌糸堆を付1う場合が多い。

く，いままでに6月下句頃数例をみたにすぎない。子嚢　　　　子腿（Fig，2，　A・－b）は樹棒状で掻さ90・v120tX，普通

殼は肉眼でみると，極めて小さい鮮か蹴機赤色の粒状体　　　　8個の子蜘i胞子を含んでいモ競，

で，病斑の表面，薗糸叉は分生子褥上に一一つづつ散生す　　　　子盤i胞子（Fi齢2，　A－c）は無｛曳で2細ll蝕から戒り，

るか又は群生している・　　　　　　　　　　　　　　　　　形は楕円形慨鼓巽紡鍾形のものが多く，隔膜部が少しくび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れているt’1

　　　　　　　　隔聴の形態　　　　働撒び穰，ll，・鰍きさ酬磁畷父伽丁。ble

1）　子羅搬，子籔及び子籔胞子　　本菌の子1嚢灘は上述　　　1に示す。いずれも子縫1投は20～40個，；iF嚢胞子は100

のように多湿に保たれた病斑上に，黒は・ヒk的に異つた2　　　個測驚の糸lll果であるピ，

Table　l　Measurements　of　perithecia　and　asco：pores　of　the　causal　fungus．

Example

1

2

3

4

5

6

7

LQcality　collected

Ueda，　Nagano　Pref．

Matsumoto，　Nagano　Pref．

　　　　　　〃

　　　　　　’ノ

Mizusawa，　Iwate　Pref．

（No，217－5xN◎．217－24）

（No。232　　x　No．235）

Pevitheciuin

R・ng・（mm）i　Mean（mm）

1：；：：1：ll糞1：ll：1：il　l　9：翻：1；

O。34－O．41xO．24一糟0，29　　0，38xO．27

0，39－O，46＞＜0，26－－0，34　　0，42＞くO曹30

0．34－O，49×0．27－O．36　　0，42XO．32

0，37－0．49XO，26－O，40　　0，42×0，33

0。30－0．40×O．24－O，34　　0．36xO。29

Ascospore

Rang－e（Fi♪

ユ0－2⑪×5．0－8．0

12－－19x5曹O－8．0

9－17×4．0－－7．O

lO－17x4．5－8．0

8－16×4，0－7．0

12－20×5，5－－8．0

12－一一20×5。0－7．0

tMea・（・）

　14，2×697

　14．2×6．7

　12．6×5。4

13．9×6り0

12．4×5脅2

14。4×6。9

14曝1×6．O

　以上のことから本薦の子騨毅蒔代はHyPomyces｝こ属　　　　：大型分生胞子は培地上で：・1三に義｝生子褥及びPionnotes

することがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　上に形戚されるが薗糸上にもみられる。その形態は増養

2）’分生胞子　分生胞子時代の形態及び大継は卿予　ff・統によつて多甥曝つており，　Fig．2，　Cのa及びbに

累下各地で採集した本病の病斑，分生子褥等から分離し　　示されているような2つの群に分けられるようである。

た42の培養系統と病斑上に形成された子襲胞子の単胞子　　　策1の群に属す為系統の大型分翻包子（Fig．2，　C－a）

培養によって得た26の培養系統について調査した。　　　　は菜豆の爽の形で，頭部と基部の区別がはつきりしてお

　本菌はどの培養系統も培地上で小型分生胞子及び大型　　　り・1～8隔膜で，5－7隔膜のものが最も多い。頭部

分生胞予を形戒する。小型分生胞子はFig・2，　Bのよ　　　は鋭くなく，誌部は多少脚胞状であり，常に無色であ

うに菌糸から分岐した畏い分生子梗の先端に偽頭状に形　　　る。第2の群の火型分生胞子（Fig，2，　c－b）はソーセ

成される。分生子梗は0－3隔膜で1隔膜のものが最も　　　一・ジ形で頭部と塾部の区別がはつきりせず，1－一一5隔膜

多く，36－110μx2・5｝3・5μで，先端が次第に細くな　　　であるが，4隔膜以上のものは甚だ少く，ほとんど大部

る。この分生子梗の形状はSHERBAKOFF（11）がSec一　　分が3隔膜である。また藥胞が脚胞状になることは極め

tion　MartiellaのFbesariumの特挫としてあげた記載に　　　て橘で，上下爾端の細胞はともに著しく鈍頭である。色

一一・狽翌ｷる。小型分生胞子は典襲色，楕円形又は長楕円形　　　は多くの場合無色であるが，青黒色の分生子褥又は

で，ほとんどが1細胞である。その大ききは大型分生胞　　　Pionnotes．．hに形成されたものではわずかに青味をおび

子の大きさと併せてTable　2に示す。　　　　　　　　ることがある。便宜」二前者をα一群，後者をβ一群とよぶ
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τ　　　　　　　　　　　†

Fig．2　MQrphologic　chara－
cters　of　the　causal　fungus，

Hy加〃zyces　so．’ani（RKE，　et

BERTH．）SNVD．　et　HANS，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（blood　red　in　color）

　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　Asci

b　　　　　　　　　　　　c　　Asco＄PQres
　　　　　　　　　　　　　　　B：Microconidia　a皿d　conl－

一τ・　ぎ朧9。7。。、d、、

　　　　　　　　　　　　　　　a－of　cv－・group

　　C　　　　　　　　　　　　　b－of　B－group

　　　　　　　　　　　　　　　D；Chヨamydospores
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ことにする。これら異つた群に分類されるそれぞれの系　　　統について測盗したが，そのうち代表ll1勺なもの数系統を

統も・前記子撰｝設時代については区別が困難である。ftiil　　α一群，β一群に分類してTable　2に示す。いずれも100

えばTable　1の中で例1，2，5，6及び7はα一群　　個澗旋の結果である。

の火型分生胞子を生じ，例3及び4はβ一群の大型分生　　　　Ta1〕le　2から，分生胞子の大きさは糸統間だけでな

胞子を生じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，同一系統でも培地が’ちがうとかなり変異を示すこと

　分生胞子の大きさは3種の培地を用いて供誰℃した全系　　　がわかる。

Table　2　Measurements　of　conidia　of　the　causal　fungus，

一　　　　　　　　　　　　　　 m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　w

Group
No．　of

．strain

イビ

β

237

247

217－5

244

259

Sept－

atlon

On　potato－sucrase（1　9／o）agar

R・ng・（・）「M・・n（・）

O　（micro）

　　1

　　3

　　5

　　7

3－12×2，0－4．51　7，3×2．6

12－22x3．0－－4．0　17．Ox3．5

　40　x　4。0　　40　×4．0

52－－64×4．5－5．5　57．6）く5．0

54－82×4．5－5．5　70．6×5，1

10（mi、，Q）14－12×2．0＿5．0

　　1　　　16－24×3．0－4，0

　　3　　　28－48×3．5－－5，0

　　5　　48－64×495－5・5

7。2×2．3

20，0×3．5

39，1×4．P「

On　potcato－－sucrose（5％）a躍ar

R・・9・（・）IMe叫）

ww側一剛剛澗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

On　sterilizecl　lnu11コerry　stem

Range（μ） iM・anω

4－12x2．5－4。0　　7．　O×3。1　　5－12×2。　O－3，5

　14　　×　　 3．0　　　　14　　x3．0　　12－22＞く2，5～－3．5

30－40×4．Ok－－5．0　34。4×4，5　28－－44×3，5－w4．0

50－68×5．O－6．0　58．7x5，5　48－一一60×4。　O－5，0

60－84×5。0－6。0　7i，8×5．6　　68　 x　 5．0

。（m圭。，。）i

　　1

　　3

　　5

0（micro）

　　1

　　3

o（micr◎）

　　1

1　3

　　　　　1
54・0×4・9148　52×6・0…6・5

4－14×2，0－6．（

16－24×3．5－－4．（

26－44×4．0－6．e

　　　　　　　　　ト4－12・2・・－3・『7・5・2・73司6・2・O－－S・0

12－｝24×3辱O－3．5ト18。OX3。ユ　14－22＞く4。O－5．0

22－36×3，0－3．5　29。7×3．3　18－－ny　42×3，5－5，0

42－58×4，0－－5噂0」50．lX4サ6　・50－54X　　！5．O

5－14＞〈1、5ew　4．5

i4－22×3．O－5．0

26－－44＞く4，0－5．0

8．3×2，9　　5－16×2．5－4，0

17．6》＜4．2　16－26＞く3膚0－4．5

36．1×4．7　24－36×4．O－5。0

5－14×2．0－5，e

正6－26×3．O－．5．　G

26－34×4，0－5．0

7。8×3．1

22，5＞く3．9

4－10×2．0－5．O

l4－26×3．　O－5．5

6。7＞く3．2

20，0×3，8

35．5×4．9

50，0×6。3

　5．1×2．6

　18．8×4．3

28。6×4，2

52．7×5，0

7．3×3．4

21．5x3．7

29．4×4．5

30．1X4．7　i24－－32×4ゆ5－6．　Ol

7，5×3．7

19．9×4曹1

2782x5。工』

1　，6，仲）…i；：1難：911：：

【　3i32－44・4・。－5・・

5－一且2×2，0－－5．5

　18　×　4，0

34－48×4，5－5，5

48－一一66＞く5．O－一一6，G

，瓢｝一 @　　　　　　　一r肺一國umttr刷tne

4－12XL5－4．0
14－－22×2．0－－3．0

24－46×3．0－4．5

Z5×2．6

17．2×3。0

37．Ox3，9

53．3＞く4．6

68　×5．0

7．3x3，3

18　×4．0

42，0＞く4。8

55．1×5，3

6，4×2．5

18，2×2．5

35．2x3．5
46－60×3．？・－5．d　53。1X　，1，2

　　　　　　　　　1

4－28×2．う一一5，5　　　　9．6×3，6

18－－26x3，5－4，5　　　2工．5×4．1

24鯛　36×4．O－5，0　　　29，6x4．2

4－14x2．0－4．5

正2－24×3．O－5．0

22－32×3．5－4．5

9。8×3．0　　6－14×2，5－6．0　10，9×4．0　　6－18×2。5Wh　6，0

19．Ox3，8　16－26×3．0－5．5　20．6x4、6　16－22×3，鐸一4，0

38．3x4。4　30－48×4，0－5．三5　38，8×5．0　30－52×3．5－5．　O
　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

7，3×2，9

17．7x3．6

26．6×4．1

8．8×3．6

19．O＞く3．8

43．4×4サ6

Note；The　meaning　of‘‘Group”is　e，ζplained　i皿the　text　and　in　the　summary．

3）厘膜胞子　　供試した3種の培地上で全系統とも

Fig，2，　Dに肘よう醐轍び頂生の騨胞弛i、ず　　　　m堪養性質
る。これらはいずれもほぼ球形に近く，単生父1まじゆず　　　　供試した全系統とも，馬鈴：薯煎汁一薦糖（1％契は5

状に連生する。無色又はうすい褐色で膜が厚く，炎画は　　％）塞天培地～桑条培地，みかん皮煎汁寒天培地などの

平滑か又は小突起がある。大きさは系統闇で大藻なく，　　　上で良く生育し，霊に1二1繭糸，粉状胞子，分生子褥，

一脚こ漸景が6　－12t・tである・｝享膜胞＝Fは分生胞子上に　Pi・nn・tes，菌核状体などをつくる。窒・1・噛糸は白色か

も形成される。　　　　　　　　　　　　　　　　ら淡褐色，培養子座は淡褐色から濃褐色を呈し，培養子
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座の色は寒天培地申にも浸潤する。粉状胞子は主に小型　　　Table　3　Results　of　the　inoculations　of　I・1ンpomyces

分生胞子から成る。分生子褥及びPionnotesは大体ク　　　　　solani　to　the　twigs　of　the　mulberry　tree・

・・一一ム働…系統によつ・は茶・脚・の・あ・・　窪h＆，£「盤£乱鼎。男m融nd　le軸1’m

なおβ一群に属する系統では一般にクリーム色の分生子　　　　　au　　，m＿＿．”　　。。
徽はP・＿，es，・後。その子座とともに。．・ル，色　…upl臨劉

から青黒色に変化するが，α一群に属する系統ではその

ような変色はみられなかつた。分生了褥及びPioanotes

の形成の程度は系統によつて火差があり，ほとんど形戒

しない系統からマ旨に培地の全而にわブこつて形成する系統

まで種々である。菌核状体は主に桑条培地上につくられ　　　　cu

るもので，直径1－3mmで隆起し曙褐色を呈する。そ

の形成は分北子褥をあまりつくらない系統に多い。

IV　病原性

　病原性の検耐はTable　3に示すように17の系統につ

いて行つたaなおこれに対li｛1として，松尾（6）によりすで

に病原性が明らかにされている桑穿枯病菌，F．　lateri－

tiumの1系統（研究窯保存1号1｝直Dを加えた。接種元　　　　β

はいずれも桑条培地上で1ケ月間培費して生じた分生胞

子叉は菌糸を用いたo撞種の方濾は夙lateritiumにつ

いて松尾（6）が行つた，附傷接種一ワセリソ塗抹法によつ

　225

　237

　245

　247

　258

　263

217－1

217－11

217－18

217－24

　234

　244

　25う

　257

　259

　266

224－2

・鼠返，3回附＿之1頼で，いずれも榔靴立｝、し，で　Inj”ly°nly

た。接種は1956年の11月一i二，中旬に3回行い，1957年の　　　EtaXeritiufn
6月上伺に調査した。供試桑晶種は，1，2回団は改良　　　　（No・1）

工　　　　II　　　III

341，2　　　345，2　　　283，7

343，7　　　ユ66．7　　　162．8

141．1　　工63，3　　313、8

182．1　　　572，0　　　203．0

666．3　　　766，6　　　770陰6

197．6　　　284，3　　　447，i

278．6　　　191葡4　　　157，3

229．8　　　143。4　　　402，3

209．8　　　ユ18，6　　　工71．3

175，6　　　438，6　　　260．1

ユ11．9　　　91．4　　　91．1

134，4　　 69、3　　225．7

103。9　　　1S5．7　　　67，6

91覆8　　　　78，2　　　　94。0

172．0　　　150，8　　　109，8

f）3。8　　　167．2　　　139．0

194，0　　　99，8　　　112，2

219．1　　210。4　　234．2

21．3　　　　16，5　　　　19．1

Mc・an

323．4

224．4

206，2

319，0

734，5

299．7

209，1

258，5

i66，6

29五．4

98．1

143．1

109，1

88．0

144．を

133．3

135、3

221．2

ig．o

の触（桑条3本）について￥貝腱した繊鰍の騰　　　J。。，，1957．
（長さmm×rilmmの平均）である。　　　　　　　　　　　　　　　（2）The　meaning　of“Group”is　explained

　この結果からわかるように，供試した金系統に明らか　　　　　　　　in　the　text　and　in　the　summary．

に病原性が認められる。中でもα一群に属する諸系統で

は，F・Zσ’爾諏甥の中でもかなり強い病原力をもっ1　　群叉はβ一群に騰するを間わず，明らかにSection　Marti．一

号菌に劣らないか又はそれ以上の病原力をもつているよ　　　ellaに属する。氏等はこのSectionを更に大型分生胞

うである。しかし・β～群の系統ではこれよりかなり満　　　子の形状，由及び長さ，その他の形質を基準にして多数

原力が低いようにみえる。接種の結果生じた病斑はいず　　　の種，変種，型に分けている。しかしここで用いられて

れも麟発生のものと変りがなく・さき1こエで述べたと　いるよう燃形質は上瀧鮒その他によつてもかts・p　rK

同様な分生子褥を生じた。以上の結果から本菌が箭述の　　　動するもので，分類の基準として胴い難いことはすで

樹継欄の病購であることV’k明．らかである・　　に多くの研究者（1・・…騒隅・・，・・a，・・S，…，・・S，・・e　e・・，）

　　　　　　　　v灘難　　　聚繍窓濃踊簾奪臆蟹欝
　すでに述べた本菌の子嚢ll善代及び分ζ1三胞子時代の性質　　　SNYDER及びHANsEN（12・13・1fi）はWOLLENWEBER

からWoLLENwEBER　一　RE1NKING（17）の・FTusarium　一・　　－REINKINGの方式に代る，統括的な同菌の分饗ll体系を

類体系によつてその所属するSectionを求めると，α一　　　提唱したが，それはその後多くの研究瀞にょり支梼採朋

きるだけ斉一に育てたものである。接種試験の結果を　　　Note；（1）The　inoculations　were　done　in　Nove・

Table　3に示す。表中の数字は各系統とも各團9ケ所　　　　　　　　mber・1956・and　the　measurements　of　the
　　　　　　　－　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lesions　were　done　at　the　beginning　of
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されている。従来の桑芽枯病菌についても松罷（6）は　　　くからしられている。　したがつて，　ここに報告した

WoLLENwEBER－・REINKINGの分類’方式を適用し難い　　Ftesarizim　solani（MART．）SNYD，　et　HANs．によ～5桑

ことを指摘し，その種名として．Fessarium　late）’itium　　　の枝櫨挫疾病もi封ま枯病の1種類とし，月llに新病名を設け

（NEES）SNYD．　et　HANS，を採用している。　　　　　　　ないことにする。

　Section　Martiellaに属する全1勉so，勿”2菌はSNYDER

及びHANsEN（13・ls）によれ幡1・Section　Ventricosum　　摘要
の諸菌とともに1つの繭種，廊α伽3°1（’n’　（MAR’”・）　1）F、、，a．・、、J。．1。、eritium（N。。。）、，　e，。．と畷つた

の形態的瀕によつてこの1っの案・嚢砲撚櫨ことに　　寸し，病瀦1嚇鰍びソ，苅名捌らかにした。

なり・容易にその棚u・噺1灘瀧す？”　“：とができ　2）本ソ隙従惣）鮒iジi｝」に混つて同1瞬醗」三し，病斑

る。もつとも本薗の各培喪系統はすでに述べたように，　　　　も芽枯病によく似てい為‘，しかしその病徴の中で，白

大型分‘聰子の形状そのf也によつて2・ll），t（cv1β）に分紅1　色の大きい分蘇徽てメ鮮漁翻絶の・礎灘形成

でき，これらは桑条に刈すゐ病豚力においても異つてい　　　　する点が丑lateritiκmによる芽枯病とはっきりちが

る・しかしこれら両群の襯ill紙の形態剛蜘よほとん　　・：・ていあ。

ど区肌撫’から・やはりこれら鱗養綿Eに1つ卿　 3）供1夢い縦維の勅・らユ孫糸充雄んで蘇に灘し
名，すなわち・F「・tsa・’i・m　s・lani（MART・）SNYD・et　その病原1蛇みたところ，　V・ずれも病原i髄示し，自

HANS・をあてることが妥当であろう。　　　　　　　　　　然発盗のものと岡様な痴斑を形成した。

木菌の子難代もまたすで｝こ述ぺたような脚網嬢　4）鞭癬充は舳胞子敵1こ畑て2猟。，βと仮称）

から・1祇等（’s’16）によケ（Secti。n　M・rtiell・及び　　につ顯さ泌。これら2・11￥VS　；r〈型触II跡の形鰻，培

Vent「icosumの全HPtPomyces菌を包括すth如く改訂　　　　養性質及び桑に対する病原力の程慶においてはつきり

されたHvP°n・yces・・1・’ni（RI〈E・・t　BERTH・）SNYD・　異つてV・るが，各々嚇嚢ll鍬の形態は区肌難い。

et　HAN・・によく一致してV’る・　　　　　　5）W。LLENwEB，ER－REINKrNGの分類休系によれば，

SNYD・R及びHANsENは同噸【雛特鋤病剛生を　　全培蘇纐ま鵬かにSecti。。　M。，ti。ll。に㈱・る。

もつものが・存在する場含に，それらを三名法によつて　　　　しかしこの体系によつて種名を決めることは極めて困

fbmaとして区別して．いる。岡氏等（エs）1よEsoZβ痂につ　　　　難であつたので，筆者等はSNYDER＿HANSENの分類

いては・f’c・・cu・bit…「f’el・nlartiii　f’Ph・zse・li・f’　　体系に従つて全培縣統を唯1種，　F。，a，i。m　s。1。ni

pi・i及びf・　radi・ic・laの5f・maを設けたが・その後　　（MART．）SNYD．・t・HANs。［HyP・efiyces　s。lani　（RK。．

Mc　CLuRE（7）によりf・　b・t・，tasが加えられた・本病を　　・t・BERTH．）SNYD．　et・HANS．］睨倣した。

墓因するEsolaniのformの決定は，本菌と上記6　　6）　これまでにF．　solaniにはその特異な病原性によつ

f°・mとの鞭接種の結果｝艦たねばならない・　　　て6っのf。，’mが講琶されせいるが，本病原菌の

　なお，すでに述べたσ一群・β一群についても今後更に　　　　fouaの決定は今後の検討にまたねばならない。

種々の立場から検討を進めることにする。　　　　　　　　　7）塞病の病名は，Fe｛L・arium薗による疾病の慣例にし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たがい，新病名を設けず芽枯病の1種として扱うこと

　　　　　　　　　VI病　名　　　　　にした。

　一般に農作物の疾病では1種の病原菌に対して1病名
をあてるのが普通である．しかしF、、sa，i、、m菌によ嫉　　　　引用文献

病では2種又はそれ以上の異つた病原菌が類似した病微　　（1）BRowN，　W．＆A．　S．　HoRNE：Ann．　Bot．，40，

の疾病を起因する例が多数あり，これらは同一病名で一　　　　　　　203－221（1926）

括して取扱われている場合が多い。　　　　　　　　　　〔2〕BRowN，　W．：Ibid．，42，285－304（1928）

　Fetsarium菌による桑の枝枯性疾病にはFusarium　　（3）BuxToN，　E．　W。：Trans．　Brit．　Myco1．　Soc．，

tateritium（NEES）SNYD・et　HANs・による芽枯病が古　　　　　　　　　38，202－一一一212（1955）
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（4）　HARTER，　L．　L。：Amer，　J．　Bot，，26，234－243　　　　，F．　tate〃tiernl，　but　as　they　Produce　whlte　k，｛rge

　　　　　　　（1939）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sporodochia　and　red　peritllecia，　they　Etrtit　appa御

（5）　　　　：J．Agric．　Res．，62，97－108（1941）　　　　　　rently　distinguishable　fru〕m　the　latt鴫聖！’．

（6）MATuo，　T，：J．　Fac．　Text。　Seエ’ic，，　Shinshu　　　　The　ascigerout　stage（｝f　tlle　eatisal　huユ偏u協

　　　　　　　Univ・No・1，　Ser．　A，45－31（1951）　　　　　　　appears　on　the　lesion　u践der　the　1）ELtul’al　c（．）nditio】1

（7）McCLuRE，　T．　T．：Phytひpath．，41，72－77（1951）　　　or　on　cultural　media　by　means　of　crご〕9．　s　in　tsr〔，f

（8）MITTER，　J．　H．：Ann．　Bot．，43，379－410（1929）　　　the　twQ　strains．　They　1澱10ユ腐t〔⊃Ge11LI．s　1か加・

（9）OswARD，　J。W．：Phytopath．，39，＄59－376　　　　”tyces．

　　　　　　　（1949）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By　the　inoculation　eXIっerhne1lts，　　17　strain臓

㈹　PRAsAD，　N．：Ibid．，39、133ny141（1949）　　　　　　　which　were　chosen　at　r鋤donl　fr（｝m　㈱　就rain温

（U）　SHERBAKOFF，　C・D・：Ibid．，43，395－397　　　　　　　were　proved　to　be　patho躍enic　t（，　the　l・nulb“rr∫

　　　　　　　（1953）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　twigs　and　to　prc（玉uce　the　saune　＄YMI，’t：tun　t・iS

㈹SNYDER，　W．　C。＆H，　N。　HANsEN：Amer，　J．　　　natural　one．

　　　　　　　Bot．，27，64－67（1940）　．　　　　　　　　　　　　All　strains　of　the　causal　f撫聴us　w瞭r錬di、’1・

㈹　　＆　：lbid・・2日・738－742（1941）　　　d・d　i・．t・tw。9・。。p，　whi、h欄櫛・…c・・1　in．thi・

働　　＆　：My・・1。gi・，33・580－591（1941）　p・P磁・，，・・dβ．　Th・・e　tw。　tS・1’・u・s・…diff・，，・t

（正E）　＆．　：Amer・J・B。tl・32・657－666　　職。・ly　i・th・＄h・pe・。d，，1・）t・ti。n・・，・f　th。　nia、，・、、・

　　　　　　　（1945）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c〔〕nidia　and　in　t正ユe　cultur訊l　characters　　but　alt，　n．

⑯　　＆　：Phyt・P・th・44・338－342（1954）　i・the　vi・ul…et・mulb・r・y　twifa・s．

㈲W°・・E・wEBER・H・W・＆0・A・R・IN・IN・・　Acc。rdi。g　t。　W。LL。NwEBEI“．REINK；N”r・、　t、x。、

　　　　　　Die　Fusa「｛en・1一355（1935）　　　　・。面・・y，tem。f伽。編、U　th，、t，、i。，　1；，1。。g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　clearly　to　the　sectiくm　Ma：・tie王la，　but　it　wa5　very

　　　　　　　　　　　　　　　　　＄”m㎜a「y　　　　　difficu1・f。，　u、・。　id，。・if，，h，，p，ci。、。f　th。

　　We．found　a　llew　disease　of　mulberry　twigs　　　strains．　We　adoptεd　SNYDER－HANs正うN・s　taxo、

caused　by　a　species　of　Fs‘sariu7n　different　fro！n　　　　　　nolTlic　system　 and　re8arded　ail　stra韮ns　融s　G【把

F・・a・iptm　．late伽m（NEEs）SNYD・．・t　HANS．　Th・　・pecie6，　F、tsarium　soiani（MART．）SNYD．　e’t　HANs、

．・ympt。m。f　the　disease　and　th・m・・ph・正・gy，　　［HyPomy・es　s・lanノ（RKE．。t　BER：－1｛．）Sw漁．。t

cultural　ch呂racter，　pathogenicity　and　taxonomア　　　　HANs．］．

°f．the　d・u・al　f・・9・・w・・e　d・・c・ib・d　i・．師・　　．Si・f・・m・whi・h…dlff・・e・ti・th・p。th。．

「epQ「t・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　genicity　have　been　reported　of　汎so’αηf（MART，）

　　Thi・disease　b・eaks。・t　g・・eraエly　i・．・p・itig　　SNYD．・t　HANs．　O・・p・・s。it　t。　decid，　the　bi。1。．

・nd　is・emarkably　dest・uctive　i…m・diSt・i・ts．　　gi・f・・皿・f　this　fungus…鷺。w　in　P・。gress．

Although　it　is　not　so　common　as　the“Bud

blight”cau・・d　by瓦1・∫・融勉・this　disease　seem・　　（L・b・・at・・y。f　Phyt。P・th。1・gy・・d　My・61。tS・y，

to　be　widespread　in　Japan．　The　Iesions　of　th1s　　　　Faculty　of　Text三1e　and　Sericu正ture，　Shinshu

disease　resembles　very　much　to　those　caused　by　　　　Univ．，Ueda，　Japan）


